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Ⅲ．カリキュラム
⚑．経営学部の教育・学習目標

建学の精神（自由で不屈な開拓者精神）に則り，自由な精神，進取の精神及び不屈の精神を涵養し，
専門知識と行動力を兼ね備えた実践力を養成する。

本学部は建学の精神に基づいて，⽛組織を中心とした経営学教育⽜，⽛実践志向の経営学教育⽜，⽛グローバ
ルな視点に立つ経営学教育⽜，⽛情報分析を重視した経営学教育⽜，⽛人間行動を重視した経営学教育⽜の五
つの教育理念のもとに，経営学分野に関する⽛基本原理の修得と実践への適用⽜を徹底し，有用な経営情
報を迅速かつ的確に企業／組織に取込み，企業／組織を効率的かつ効果的に経営するマネジメント能力に
優れた人材を育成するための教育を実施することを目的としています。

⑴ ⚑部経営学科の教育・学習目標

経営・市場・企業にかかわる経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわせもち組織や社会を
力強く発展させることができる人材を育成する。

⑵ ⚑部経営情報学科の教育・学習目標

会計・情報・心理にかかわる経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわせもち組織や社会を
力強く発展させることができる人材を育成する。

⑶ ⚒部経営学科の教育・学習目標

経営・市場・企業・会計・情報・心理にかかわる経営分野の専門知識とそれを活かす実践力をあわ
せもち組織や社会を力強く発展させることができる人材を育成する。

⚒．経営学部設置科目
⑴ カリキュラム編成
⚑) 総合教育科目
① 一般教育科目（Ａ群）
ア）基盤科目

外国語科目や情報系科目，健康・体育系科目が配置されており，すべての学修に通じる基礎的
な技能やリテラシーを身につけることを目的とした科目です。

イ）教養科目
一般的かつ普遍的な教養の育成を目的とした科目であり，数多くの科目が配置され，豊かな人

間性の形成に必要な教養的基礎を提供することを目指しています。
ウ）キャリア形成科目

社会や企業などの現実の姿を知ることにより，将来の有意義なキャリアを形成できるようにな
ることを目的とした科目です。

エ）体験型科目
学生が，自らの意志に従い，積極的な活動を支援するための科目として配置しています。

オ）留学生科目
外国人学生や海外帰国生徒を支援するために，日本語および日本事情に関する科目として配置

しています。
② 総合実践英語科目（⚑部のみ：Ｂ群）

経営学部⚑部では，国際的コミュニケーション能力を身に付けてもらうために，実践的な英語教
育を習熟度別クラス編成方式で実施します。⚑・⚒年次では総合実践英語科目を⚘科目配置し，英
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語基礎力の養成を目指します。
⚒）専門教育科目

専門教育科目は，専門導入科目（⚑年次開講）→専門基幹科目（⚒年次開講）→専門展開科目（⚒
～⚔年次開講）と，段階的に学習を進めていけるように構成されています。
① 専門導入科目（⚑部：Ｃ群，⚒部：Ｂ群）

経営および経営情報の基本的な思考方法と基礎的知識とを学び，経営および経営情報に関する学
問体系の存在基盤と存在意義を修得するための科目として設定しました。専門導入科目は，専門教
育の入門部分として⚑年次に配置し，無理なく専門教育に移行できるようになっています。

② 専門基幹科目（⚑部：Ｄ群，⚒部：Ｃ群）
⚑年次で修得した経営および経営情報に関する基礎的内容を理論的に分かりやすく学習すること

を目的としています。専門導入科目および専門基幹科目によって，経営学部における専門教育の基
礎を理論的に固めることができるように，⚒年次に配置しています。専門基幹科目は，すべて履修
することを強く推奨します。

③ 専門展開科目（⚑部：Ｅ～Ｉ群，⚒部：Ｄ～Ｈ群）
専門導入科目及び専門基幹科目で修得した専門的知識を掘り下げるために配置された科目群で，

⚒年次より配置しています。

また，上記の専門教育科目は，科目間の連動性・体系性を考慮し，各専門領域を以下の⚕つの系
統に分類し，系統的に学習を進めていけるように構成されています。
・⼦組織・マネジメント系⽜科目は，組織の全般管理，組織内部のマネジメントを問題とする科目を
中心に編成しています。

・⼦戦略・マーケティング系⽜科目は，組織と市場（顧客），ビジネス，戦略，マーケティングとの
接点を問題とする科目を中心に編成しています。

・⼦会計・ファイナンス系⽜科目は，会計系の科目を軸としつつ，企業経営との連動性を明確にする
ためにファイナンスや金融システムを含めて編成しています。

・⼦情報系⽜科目は，マネジメントが必要とする情報を迅速かつ的確に伝達するシステムを構築し，
またそのための情報技術を応用開発する科目を中心に編成しています。

・⼦心理系⽜科目は，組織経営体に従事する人間行動の把握にとどまらず，会計情報や情報システム
による人間行動への影響をはじめ両者の相互作用について学習する科目であり，他の主要な系と
結びついて経営学教育に対する多面的な展開を可能にする科目を中心に編成しています。

その他にも，下記のような専門教育科目が，各群の下に段階的・系統的に配置されています。
④ 演習科目（⚑部：Ｊ群，⚒部：Ｉ群）

学生の主体的な学習の場となる選択科目です。演習は，単なる知識の集積ではなく，学生の主体
的な問題解決能力の育成を図り，現実の経営や地域社会において生起する諸問題について専門的知
識を創造的に適用しうる実践的人材を育成するために設置されています。自己の問題意識に沿って
専門的知識を深く学習し修得するために，⚑部は⚒年次より，⚒部は⚓年次より配置されています。

⑤ ビジネス英語科目（⚑部のみ：Ｋ群）
経営学部⚑部では，国際的コミュニケーション能力を身に付けてもらうために，実践的な英語教

育を習熟度別クラス編成方式で実施します。⚓・⚔年次では，ビジネス英語科目を⚖科目配置し，
⚑・⚒年次開講の⽛総合実践英語⽜で身につけた英語基礎力を基にして，ビジネスを遂行するため
の実践的な英語力の獲得を目指します。

⑥ キャリア形成科目（⚑部：Ｌ群，⚒部：Ｊ群）
経営学部では，キャリア形成に関する道筋をより明確に示すために，経営学部CSP（キャリアサ

ポートプログラム）をカリキュラムとして設定しています。CSPでは，大学で必要な学習技術を獲
得し，学生自らが卒業後の進路や職業選択を早くから意識して大学生活を送ることができるよう，
キャリア形成に関わる科目を段階的に配置しています。

⑦ 資格取得科目（⚑部：Ｍ群，⚒部：Ｋ群）
経営学部では，在学期間において，いくつかの資格取得に関連性のある指定科目を履修し，かつ，

指定した検定試験に合格または一定の成績を修めた学生に対して単位を認定します。
⑧ 経済学・法学・歴史学科目（⚑部：Ｎ群，⚒部：Ｌ群）

経営学分野の学習に不可欠な，経済学及び法学・歴史学についての基礎的な知識を修得するもの

―28―



で，⚒・⚓・⚔年次に開講される科目です。

⑵ コース制について
⚑）コース制とは

経営学部では，専門科目の体系的な学習を進めてもらうために，2015年度入学者より⽛コース制⽜
を採用しています。学生の皆さんは，所属学科に展開されるコースの中から⚑つを選び，各コースの
教育・学習目標に沿って学習を進めていくと同時に，他の卒業要件に加え，卒業までにコースに定め
られた卒業要件（⚑部は下表から42単位，⚒部は30単位）を満たすことを求められることになります。
なお，選択したコース以外の専門科目は，所属学科に関わらず，自由に履修することができます。

興味・関心に応じて，積極的に学習を進めてください。
⚒）コース設計

⚑部経営学科で⚒コース，経営情報学科で⚓コース，⚒部経営学科で⚓コースが設置されています。
各コースの教育・学習目標と配置された科目については，下の表または履修系統図（61～65ページ参
照）を確認してください。
① ⚑部経営学科

⚑部経営学科に所属する学生は，以下の⚒コースから⚑つを選択できます。
●組織・マネジメントコース
目標：企業・NPO・行政における組織マネジメント能力，社会や組織の中の人間を理解し活かす

マネジメント能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

経営学概論Ⅰ（Ｃ)
経営学概論Ⅱ（Ｃ)
企業論（Ｃ)

経営管理Ⅰ（Ｄ)
経営組織（Ｄ)
経営学説史（Ｅ)
グローバル・ビジネス（Ｅ)
商業簿記（Ｇ)
経営情報（Ｈ)
学習心理学（Ｉ)

経営管理Ⅱ（Ｄ)
組織文化（Ｄ)
現代マネジメント理論(Ｅ)
国際経営（Ｅ)
ブランド経営（Ｆ)
株式会社会計（Ｇ)
システム戦略（Ｈ)
適応の心理学（Ｉ)

公共経営論（Ｅ)
人的資源管理（Ｅ)
経営史（Ｅ)
経営学原理（Ｅ)
製品開発（Ｆ)
企業行動（Ｆ)
管理会計（Ｇ)
心的情報処理（Ｉ)
組織心理学（Ｉ)
人間行動論（Ｉ)

非営利事業論（Ｅ)
キャリア・マネジメント（Ｅ)
経営システム（Ｅ)
コーポレート・ガバナンス（Ｅ)
ベンチャー経営（Ｆ)
日本企業論（Ｆ)
マネジメント・コントロール（Ｇ)
問題解決の心理学（Ｉ)
チームの心理学（Ｉ)
行動意思決定論（Ｉ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は42単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

●戦略・マーケティングコース
目標：市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，

構築していくビジネス能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス

マーケティング（Ｃ)
金融システム（Ｃ)
ビジネス・エコノミクス（Ｃ)

マーケティング戦略（Ｄ)
経営戦略Ⅰ（Ｄ)
流通システム（Ｆ)
工業簿記（Ｇ)
情報科学（Ｈ)
経営情報（Ｈ)
学習心理学（Ｉ)

経営戦略Ⅱ（Ｄ)
流通経営（Ｆ)
ブランド経営（Ｆ)
原価計算（Ｇ)
ファイナンス（Ｇ)
システム戦略（Ｈ)
適応の心理学（Ｉ)

広告論（Ｆ)
製品開発（Ｆ)
企業行動（Ｆ)
消費者行動（Ｆ)
マーケティング・リサーチ（Ｆ)
公共経営論（Ｅ)
経営史（Ｅ)
経営学原理（Ｅ)
コーポレート・ファイナンス（Ｇ)
経営科学（Ｈ)
組織心理学（Ｉ)

マーケティング・コミュニケーション(Ｆ)
ベンチャー経営（Ｆ)
日本企業論（Ｆ)
非営利事業論（Ｅ)
経営システム（Ｅ)
キャリア・マネジメント（Ｅ)
人的資源管理（Ｅ)
マネジメント・コントロール (Ｇ)
管理会計（Ｇ)
オペレーションズ・リサーチ (Ｈ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は42単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。
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② ⚑部経営情報学科
⚑部経営情報学科に所属する学生は，以下の⚓コースから⚑つを選択できます。

●会計・ファイナンスコース
目標：①組織におけるマネジメントを会計的・財務的な視点から分析し，組織のイノベーション

や戦略の策定に貢献する能力，あるいは②会計専門職として組織の発展を支援する能力を
養成する。

⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

簿記Ⅰ（Ｃ)
簿記Ⅱ（Ｃ)
企業論（Ｃ)
ビジネス・エコノミクス（Ｃ)
金融システム（Ｃ)

財務会計Ⅰ（Ｄ)
経営戦略Ⅰ（Ｄ)
経営組織（Ｄ)
商業簿記（Ｇ)
工業簿記（Ｇ)
流通システム（Ｆ)
経営情報（Ｈ)
情報科学（Ｈ)

財務会計Ⅱ（Ｄ)
経営戦略Ⅱ（Ｄ)
株式会社会計（Ｇ)
原価計算（Ｇ)
ファイナンス（Ｇ)
流通経営（Ｆ)
システム戦略（Ｈ)
情報処理（Ｈ)

税務会計（Ｇ)
管理会計（Ｇ)
コーポレート・ファイナンス（Ｇ)
企業行動（Ｆ)
消費者行動（Ｆ)
経営科学（Ｈ)
データベース（Ｈ)
人間行動論（Ｉ)

会計監査（Ｇ)
マネジメント・コントロール（Ｇ)
コーポレート・ガバナンス（Ｅ)
キャリア・マネジメント（Ｅ)
日本企業論（Ｆ)
ベンチャー経営（Ｆ)
オペレーションズ・リサーチ（Ｈ)
情報システム（Ｈ)
行動意思決定論（Ｉ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は42単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

●情報・マネジメントコース
目標：①情報を活かす組織・戦略マネジメント能力，あるいは②高度情報ネットワーク社会をリー

ドする専門能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

情
報
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

情報リテラシー（Ｃ)
経営統計学概論Ⅰ（Ｃ)
経営統計学概論Ⅱ（Ｃ)
マーケティング（Ｃ)

データ解析（Ｄ)
マーケティング戦略（Ｄ)
経営戦略Ⅰ（Ｄ)
情報科学（Ｈ)
経営情報（Ｈ)
流通システム（Ｆ)

経営戦略Ⅱ（Ｄ)
情報処理（Ｈ)
システム戦略（Ｈ)
流通経営（Ｆ)
ファイナンス（Ｇ)
心理統計学（Ｉ)

経営科学（Ｈ)
データベース（Ｈ)
情報ネットワーク（Ｈ)
プログラミングＡ（Ｈ)
経営学原理（Ｅ)
製品開発（Ｆ)
広告論（Ｆ)
消費者行動（Ｆ)
管理会計（Ｇ)

オペレーションズ・リサーチ（Ｈ)
情報システム（Ｈ)
マルチメディア（Ｈ)
プログラミングＢ（Ｈ)
ベンチャー経営（Ｆ)
マネジメント・コントロール（Ｇ)
マーケティング・コミュニケーション（Ｆ)
マーケティング・リサーチ（Ｆ)
コーポレート・ファイナンス（Ｇ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は42単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

●心理・人間行動コース
目標：個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケ

ティング等に活かす能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス

心理学概論Ⅰ（Ｃ)
心理学概論Ⅱ（Ｃ)
マーケティング（Ｃ)

社会心理学Ⅰ（Ｄ)
マーケティング戦略（Ｄ)
経営組織（Ｄ)
心理学研究法（Ｉ)
学習心理学（Ｉ)
経営学説史（Ｅ)
グローバル・ビジネス（Ｅ)

社会心理学Ⅱ（Ｄ)
組織文化（Ｄ)
心理統計学（Ｉ)
適応の心理学（Ｉ)
現代マネジメント理論（Ｅ)
国際経営（Ｅ)
ブランド経営（Ｆ)

組織心理学（Ｉ)
認知心理学（Ｉ)
心的情報処理（Ｉ)
人間行動論（Ｉ)
臨床心理学（Ｉ)
心理学実験実習（Ｉ)
人的資源管理（Ｅ)
経営学原理（Ｅ)
消費者行動（Ｆ)
製品開発（Ｆ)
データベース（Ｈ)

チームの心理学（Ｉ)
生涯発達心理学（Ｉ)
問題解決の心理学（Ｉ)
行動意思決定論（Ｉ)
キャリア・マネジメント（Ｅ)
コーポレート・ガバナンス（Ｅ)
マーケティング・コミュニケーション (Ｆ)
情報システム（Ｈ)
広告論（Ｆ)
マーケティング・リサーチ（Ｆ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は42単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。
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③ ⚒部経営学科
⚒部経営学科に所属する学生は，以下の⚓コースから⚑つを選択できます。

●組織・マネジメントコース
目標：企業・NPO・行政における組織マネジメント能力，社会や組織の中の人間を理解し活かす

マネジメント能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

経営学概論Ⅰ（Ｂ)
経営学概論Ⅱ（Ｂ)
企業論（Ｂ)

経営管理Ⅰ（Ｃ)
経営組織（Ｃ)
経営学説史（Ｄ)
グローバル・ビジネス（Ｄ)
経営情報（Ｇ)
学習心理学（Ｈ)

経営管理Ⅱ（Ｃ)
組織文化（Ｃ)
現代マネジメント理論（Ｄ)
国際経営（Ｄ)
ブランド経営（Ｅ)
システム戦略（Ｇ)
適応の心理学（Ｈ)

公共経営論（Ｄ)
人的資源管理（Ｄ)
経営史（Ｄ)
経営学原理（Ｄ)
企業行動（Ｅ)
管理会計（Ｆ)
データベース（Ｇ)
組織心理学（Ｈ)
人間行動論（Ｈ)

非営利事業論（Ｄ)
キャリア・マネジメント（Ｄ)
経営システム（Ｄ)
コーポレート・ガバナンス（Ｄ)
ベンチャー経営（Ｅ)
日本企業論（Ｅ)
マネジメント・コントロール（Ｆ)
情報システム（Ｇ)
チームの心理学（Ｈ)
行動意思決定論（Ｈ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は30単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

●戦略・マーケティングコース
目標：市場を理解，分析し，積極的に働きかけるマーケティング能力と，企業の戦略を分析し，

構築していくビジネス能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス

マーケティング（Ｂ)
金融システム（Ｂ)
ビジネス・エコノミクス（Ｂ)

マーケティング戦略（Ｃ)
経営戦略Ⅰ（Ｃ)
流通システム（Ｅ)
工業簿記（Ｆ)
情報科学（Ｇ)
経営情報（Ｇ)

経営戦略Ⅱ（Ｃ)
流通経営（Ｅ)
ブランド経営（Ｅ)
原価計算（Ｆ)
ファイナンス（Ｆ)
情報処理（Ｇ)
システム戦略（Ｇ)

公共経営論（Ｄ)
経営史（Ｄ)
経営学原理（Ｄ)
広告論（Ｅ)
企業行動（Ｅ)
マーケティング・リサーチ（Ｅ)
コーポレート・ファイナンス（Ｆ)
管理会計（Ｆ)

非営利事業論（Ｄ)
マーケティング・コミュニケーション (Ｅ)
ベンチャー経営（Ｅ)
日本企業論（Ｅ)
マネジメント・コントロール（Ｆ)
問題解決の心理学（Ｈ)
情報システム（Ｇ)
データベース（Ｇ)
組織心理学（Ｈ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は30単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

●心理・人間行動コース
目標：個人・組織の心理的特性や行動メカニズムを理解し，組織・マネジメントや戦略・マーケ

ティング等に活かす能力を養成する。
⚑年次 ⚒年次 ⚓・⚔年次

心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス

心理学概論Ⅰ（Ｂ)
心理学概論Ⅱ（Ｂ)

社会心理学Ⅰ（Ｃ)
心理学研究法（Ｈ)
学習心理学（Ｈ)
経営学説史（Ｄ)
グローバル・ビジネス (Ｄ)
経営情報（Ｇ)

社会心理学Ⅱ（Ｃ)
心理統計学（Ｈ)
適応の心理学（Ｈ)
現代マネジメント理論 (Ｄ)
国際経営（Ｄ)
ブランド経営（Ｅ)

人的資源管理（Ｄ)
経営学原理（Ｄ)
広告論（Ｅ)
マーケティング・リサーチ（Ｅ)
組織心理学（Ｈ)
認知心理学（Ｈ)
心的情報処理論（Ｈ)
人間行動論（Ｈ)
臨床心理学（Ｈ)

キャリア・マネジメント（Ｄ)
コーポレート・ガバナンス（Ｄ)
マーケティング・コミュニケーション（Ｅ)
ベンチャー経営（Ｅ)
チームの心理学（Ｈ)
生涯発達心理学（Ｈ)
問題解決の心理学（Ｈ)
行動意思決定論（Ｈ)
心理学実験実習（Ｈ)

＊卒業までに，コースに定められた卒業要件は30単位です。
＊科目名の横の（ ）内は，開講科目一覧表の⽛群⽜を示しています。

⚓）コース選択の時期と方法
コース選択を行う時期は⚒年次に進級した時です。希望するコースの申請には，G-PLUS!を使用す

る予定です。申請方法や申請受付期間等は，23ページの⽛⑻コースの選択方法について⽜を確認して
ください。

⚔）コース選択の変更
⚓年次以降も，コース変更が可能です。コースを変更する際は，年度始めに経営学部事務室に届け

出をすることになります。具体的な方法は，教務ガイダンス，学部掲示板およびG-PLUS!で連絡しま
す。
また所属する学科と異なる学科のコースの選択を求める場合には，転学科については，別冊の⽛学

生便覧⽜を参照してください。
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⚕）コースと演習の関係
所属する学科および選択したコースに関わらず，開講される全ての演習の履修を希望することがで

きます。
⚖）転学部，転部，転学科，編入学・転入学をした場合のコース選択

他学部から経営学部に転学部および⚒部から⚑部への転部をした人は，転学部ないし転部に関わる
所定の手続きと同時に，新たにコース申請を行う必要があります。また，経営学部編入学・転入学試
験に合格し入学を希望する人についても，所属する学科に設置されているコースから希望するコース
を選択することになります。転学部，転部，編入学・転入学については，別冊の⽛学生便覧⽜を参照
してください。

⑶ 情報系実習科目（⚑部，⚒部）
多様化し高度に情報ネットワーク化する社会経済状況の中で，情報を迅速かつ適切に処理・分析し，

有効に利用するために，経営学部で開講するコンピュータ実習科目は，次の表のように⚑年次から上級
年次まで段階的に技術・技法を習得できるようにカリキュラムが組まれています。したがって，下級年
次からの積み重ねがなければ，上級年次に開講される科目の授業内容の理解に支障をきたすので，各科
目の開講年次で履修し，単位を取得するようにして下さい。
特に，⚑年次の情報リテラシーは学内の情報通信設備を利用する上で不可欠ですので，新入生は原則

として全員が履修しなければなりません。コンピュータ実習科目はすべて専用のコンピュータ実習室で
行います。
詳しい履修の仕方は，教務ガイダンスに必ず出席しその指示に従って申込み，許可された曜日・時限・

実習室で授業を受けてください。
⚑部，⚒部開講科目

情報系実習科目 内 容

⚓年次
プログラミングＡ Visual Basic.netを用いたプログラミング基礎技術の習得
プログラミングB Web上でのプログラミング基礎技術の習得（Javaなど）

⚒年次 データ解析 表計算ソフトExcelを使ったデータ処理技法，データベースソフト
Accessの習得

⚑年次 情報リテラシー コンピュータの基本操作，Wordによる文書処理，PowerPointによるス
ライド作成，表計算ソフトExcelによる情報処理

⑷ 総合実践英語科目とビジネス英語科目（⚑部のみ）
仕事で英語を使う人は，実は日本ではそれほど多くありません。大規模な社会調査によると，何らか

の形で職業上英語を使っている社会人は全体のおよそ10～15％です。その中にはもちろん，英語力が高
く，得意な英語を仕事で活かしている人がいます。一方で，英語を使うことを想定せずに就職したのに，
仕事で英語を使わざるを得なくなった人もいます。社会に出た後で必要に迫られて英語を勉強しようと
しても，そのためのサポートを行っている企業は20％もありません。つまり，大学卒業後に英語を勉強
するにはプライベートな時間とお金を使うしかないのです。そこで経営学部では，独自の総合実践英語
科目とビジネス英語科目を開講し，社会に出たときに役に立つ英語の基礎力および応用力の養成を目指
しています。

⚑）社会で最低限必要な英語力を身につける⚑年次科目（総合実践英語）
経営学部⚑部に入学した学生，転部・転学部をした学生は，全員が⚑年次開講科目の⽛リーディン

グ＆ライティング・ストラテジーA（第⚑学期・⚔単位）⽜と⽛コミュニケーション・ストラテジーA
（第⚒学期・⚔単位）⽜の両方を必ず履修することになっています。週⚒回の集中的な授業を通して，
社会に出てから必要となる最低限の英語力を全員が身につけることを目指します。学習内容および履
修方法は，⚔月⚔日（木）の総合実践英語ガイダンスおよびプレースメント・テストでお知らせする
ので，必ず出席してください。
なお，外国（英語圏）で長期間教育を受けたことのある学生や，すでに他の大学等で上記⚑年次開

講科目と同等の教育を受け，特別に高い英語力がある学生の場合には，⚑年次科目の履修を免除し，
⚒年次以降開講科目の履修を許可する場合があります。該当すると思われる方は，総合実践英語担当
者まで問い合わせてください。
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⚒）目的に応じた応用力を身につける⚒年次科目（総合実践英語）
⚒年次に開講される総合実践英語科目は，⚒年生，⚓年生，⚔年生が履修できます。履修は必須で

はありませんが，⚑年次科目の両方で単位を修得した学生を対象に，さらなる英語力の養成を目指し
ます。必修科目ではないので，⚑つも履修しなくても構いませんし，⚑つだけの履修や⚒つ以上の履
修も可能です。以下の⚓科目のうち希望するものを履修してください。

● リーディング・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ（読む力のさらなる向上を目指す）
● ライティング・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ（書く力のさらなる向上を目指す）
● コミュニケーション・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ（聞く・話す力のさらなる向上を目指す）

仕事で使う英語で特に必要度が高いのはメールやウェブサイト等で英語の情報を読む力で，次に必
要とされるのがメールや報告書などを英語で書く力とされています。そこで，まずはリーディング・
ストラテジーＢかライティング・ストラテジーＢのどちらか（または両方）の履修を検討してくださ
い。さらに英語を勉強したい場合には，コミュニケーション・ストラテジーＢを同時に履修するとよ
いでしょう。そのため，コミュニケーション・ストラテジーＢの履修は，リーディング・ストラテジー
Ｂまたはライティング・ストラテジーＢの履修を申し込んだ学生を優先します。また，⚓年次に開講
されるビジネス英語科目を履修するためは，事前に⚒年次科目を履修済みであることが望ましいため，
⚓）の説明を読んで⚒年次から計画的に履修してください。
⚒年次開講科目は第⚑学期⚒単位と第⚒学期⚒単位の⚔単位で構成されていますが，第⚑学期のみ，

第⚒学期のみの履修は認めません。⚑年間通しての履修が原則となっていますので注意してくださ
い。また，⚒年次科目は定員があり，希望者が定員を超えた場合，⚑年次科目の成績等を参考に履修
許可者を選抜します。

⚓）仕事で使う英語力に直結した⚓年次科目（ビジネス英語）
⚓年次に開講されるビジネス英語科目は，卒業後仕事で使う英語力をつけることを目標にしていま

す。それぞれ半期15回で開講され，メールの読み書きやプレゼンテーション，商談会での交渉といっ
たビジネスに直結した英語を勉強します。⚓年生と⚔年生は，自分の目標やニーズを考えて希望する
科目を履修してください。
ビジネス英語科目には，前年度までに単位修得済みであることが望ましい総合実践英語科目が設定

されています。定員に余裕があれば未修得であっても履修できますが，定員を超えて申し込みがあっ
た場合には，以下で示す科目の単位を修得済みの学生に優先的に履修許可を出します。

事前の単位修得が望ましい⚒年次科目 ⚓年次科目（ビジネス英語）
ライティング・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ ビジネス・ライティング（第⚑学期）

ビジネス・プレゼンテーション（第⚒学期)＊

ディスカッション・スキル（第⚑学期）
コミュニケーション・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ ビジネス・ディスカッション（第⚒学期）

ビジネス・コミュニケーション（第⚑学期）
リーディング・ストラテジーＢⅠ，Ⅱ ビジネス・リーディング（第⚒学期）

＊ライティング・ストラテジーBⅠ，Ⅱ（合わせて⚔単位），コミュニケーション・ストラテジーBⅠ，
Ⅱ（合わせて⚔単位），リーディング・ストラテジーBⅠ，Ⅱ（合わせて⚔単位）のいずれかの⚔単
位をセットで修得済みであることが望ましい。

⑸ 海外総合実習科目（⚑部，⚒部）
⽛海外総合実習Ⅰ・Ⅱ⽜は，語学教育と専門教育の融合をテーマに，カナダ・ブロック大学での実地研
修を中心にして，①カナダの主要産業，文化，マネジメント・スタイルを学ぶ，②現地での生活を体験
する，③英語の実践的な運用能力を向上させることをねらいとする科目です。そのために，カナダでの
実地研修では，英語学習だけではなく，現地企業やさまざまな施設を積極的に訪問します。また，実地
研修を効果的なものにすべく，実地研修の前には，事前学習としてカナダで訪れる産業や企業について
の学習などを行います。そして，実地研修後には，事後学習として現地で学んだ内容を取りまとめて，
発表します。
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⽛海外総合実習Ⅰ・Ⅱ⽜の単位は，卒業単位として認められます。履修希望者は注意事項をよく読んで
から慎重に選択してください。

⚑) 履修対象者：経営学部⚑部および経営学部⚒部の⚒・⚓・⚔年次学生
⚒) 期 間：① 事前学習（⚔月～⚘月）―国内

② 実地研修（⚙月中の⚓週間）―カナダ
③ 事後学習（⚙月下旬～10月中旬）―国内

⚓) 実地研修先：ブロック大学（カナダ オンタリオ州セント・キャサリンズ市）
⚔) 履 修 定 員：約12名
⚕) 費 用：自己負担（約40万円：交通費，宿泊費，食費，教材費，その他研修費を含む。為替レー

トなどにより変動の余地あり。）（注⚑）
⚖) 履 修 要 件
① ⚒年次学生
ア) ⚑年次終了時点で30単位以上を修得済みであること
イ) ⚑年次終了時点で総合実践英語科目を⚘単位以上修得済みであり，⚒年次に総合実践英語科目
を⚔単位以上履修中であること（注⚒）

ウ)⽛カナダの自然と社会⽜の単位を修得済みか，履修中であること
エ) 保証人の同意を得て，⚕）の費用を負担できる学生で，期間中の万一の事故による費用負担に
耐えられること

② ⚓・⚔年次学生
ア) ⚒年次終了時点で62単位以上を修得済みであること
イ) ⚒年次終了時点で総合実践英語科目を12単位以上修得済みであること（注⚒）
ウ)⽛カナダの自然と社会⽜の単位を修得済みか，履修中であること
エ) 保証人の同意を得て，⚕）の費用を負担できる学生で，期間中の万一の事故による費用負担に
耐えられること

⚗) 単 位 数：⚔単位（第⚑学期⚒単位＋夏季集中⚒単位）
⚘) 評 価 方 法：①事前学習，②実地研修，③事後学習，に基づいて総合的に判断し，評価する
⚙) 履修生募集説明会：前年度の12月頃に⽛履修生募集説明会⽜を実施する

(日時・会場等は，学部掲示板に掲示する。）
⽛履修生募集説明会⽜にて，履修申込書類等を配布する
履修希望者は必ず出席すること

10) 選 考 方 法：⚖）の履修要件を満たし，⚙）のガイダンスに出席し，履修申込書類一式を所定の日
時までに提出した者に対して面接を行い，最終的な履修者を選考する

日程（予定）
履修申込書提出：⚑月
面接：⚒月
選考結果発表：⚓月

11）引 率 教 員：英語科目担当者⚑名および専門科目担当者⚑名の合計⚒名
12）そ の 他：実地研修に先立ち，海外旅行保険の加入を義務付ける

注意事項
同年度に開講される⽛企業研修⽜との同時履修は認められません。

(注⚑) 実地研修に関わる最終的な費用の確定時期は，⚔月下旬です。
(注⚒) もしくは，TOEIC等において優秀な成績を収めていれば，総合実践英語科目の修得単位数は問
いません。また，総合実践英語科目が開講されていない⚒部学生は，総合教育科目の英語の単位を修得
済みであることが望ましいです。申し込みまたは選考時に別途英語能力試験を行い，履修要件イ）が満
たされているかどうかを判断します。
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⑹ CSPとキャリア形成科目（⚑部のみ）
経営学部では，キャリア形成に関する道筋をより明確に示すために，経営学部CSP（キャリアサポー

トプログラム）をカリキュラムとして設定しています。
⚑）アカデミック・リテラシーⅠ・Ⅱ（⚑年，第⚑・⚒学期，各⚒単位）

大学で必要な学習技術の獲得を図るとともに，キャリア形成に関する理解を深めます。
必修科目ではありませんが，経営学部CSPにおける最初の一歩となりますので，新入生は原則とし

て全員が履修しなければなりません。これらの科目は，履修登録時に，既に登録された状態で表示さ
れます。

⚒）キャリアデザイン講座（⚒年，第⚒学期，⚒単位）
大学における学習と大学卒業後における各自のキャリアとの連動性について一定程度の理解を深め

た学生に対して，より具体的に，キャリア形成のために何をやっていかなければならないのかを学ん
でもらいます。
※本科目は，⚓年次に開講されるCSP関連科目（企業研修リテラシー，企業研究，マーケット分析，
ビジネスモデル分析，企業研修Ａ・Ｂ，キャリア育成講座）への参加条件となっており，本科目履
修者の中から志望者を募集し，うち選抜された者が⚓年次に開講されるCSP関連科目に参加できま
す。

⚓）企業研修リテラシー（⚓年，第⚑学期，⚑単位）
⚓年次に開講されるCSP関連科目における一斉指導に特化した科目として位置付けられます。例え

ば，ビジネス・マナー講座，資料収集，文章の書き方，SNSやグループウェアの活用などビジネスの現
場におけるスキルの向上を目指した講義が展開されます。

⚔）企業研究（⚓年，第⚑学期，⚑単位）
⚓年次に開講されるCSP関連科目における個別指導に特化した内容・体制で構成されます。実地の

体験学習である企業研修Ａ・Ｂをより効果的なものにするために，研修を受ける企業やその業界に関
する研究を行います。さらに，企業研修Ａ・Ｂを通じて学習したことをまとめ，活きた知識として蓄
積することを図ります。
※本科目の対象学生は，⽛⚓年次に開講されるCSP関連科目⽜の履修を許可された者に限ります。

⚕）マーケット分析（⚓年，第⚑学期，⚒単位）
主に企業が提供する製品・サービス属性，企業が対象とする顧客の属性に関する分析を中心とした

講義を行います。例えば，事業コンセプトのデザイン，ビジネスシステム分析等に関して考究します。
この科目を通じて，研修先の企業を分析する方法を学ぶことができ，また，将来の就職活動において
も業界や企業を分析する視点を強化することができます。
※⽛ビジネスモデル分析⽜とのセット履修とし，グループワークを中心とした少人数教育を施すため，
原則として，履修者は⚓年次に開講されるCSP関連科目の履修者に限定します。

⚖）ビジネスモデル分析（⚓年，第⚑学期，⚒単位）
実際の企業や業界の分析を行う能力を養うべく講義を行います。例えば，戦略のパターン，業界構

造分析，戦略立案のためのツール等に関して考究します。この科目を通じて，研修先の企業を分析す
る方法を学ぶことができ，また，将来の就職活動においても業界や企業を分析する視点を強化するこ
とができます。
※⽛マーケット分析⽜とのセット履修とし，グループワークを中心とした少人数教育を施すため，原則
として，履修者は⚓年次に開講されるCSP関連科目の履修者に限定します。

⚗）企業研修Ａ・Ｂ（⚓年，夏季休暇，各⚑単位）
夏休み期間における研修先企業における実地の体験学習を行ってもらいます。研修期間が，⚑週間

であれば企業研修Ａのみの単位（⚑単位）が認定されます。研修期間が，⚒週間以上であれば，企業
研修Ｂの単位（⚑単位）も認定されます。

⚘）キャリア育成講座（⚓年，第⚒学期，⚒単位）
本科目は，CSPを通して理解を深めた企業や社会に関する内容，ならびに，実体験を通して認識し

た実際の企業において求められている人材像等を客観的に整理し，まとめることを目的としています。
このとき，在学生，教員といった学内関係者を目前にした報告会を開催し，学生によるプレゼンテー
ションを実施します。さらに，実際の就職活動を念頭に入れたさまざまな就職支援学習を行います。
※本科目の履修には，次の科目の単位取得が必要となります。
① アカデミック・リテラシーⅠ・Ⅱ（各⚒単位）
② キャリアデザイン講座（⚒単位）
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③ 企業研修リテラシー（⚑単位）
④ 企業研究（⚑単位）
⑤ マーケット分析（⚒単位）
⑥ ビジネスモデル分析（⚒単位）

⚙）ビジネスワーク実習（特別講義）
本科目は，以下のプログラム①～⑦を体験し終えた学生が，その経験を活かして，CSPに関する広

報資料を作成することを通じて，自分たちの経験を形にすることを目的とする内容になっています。
＊本科目は特別講義であり，開講・非開講，年次および期間は，各年において異なります。
※本科目の履修には以下の科目の単位取得が必要となります。
① アカデミック・リテラシーⅠ・Ⅱ（各⚒単位）
② キャリアデザイン講座（⚒単位）
③ 企業研修リテラシー（⚑単位）
④ 企業研究（⚑単位）
⑤ マーケット分析（⚒単位）
⑥ ビジネスモデル分析（⚒単位）
⑦ キャリア育成講座（⚒単位）

10）キャリア研修Ⅰ～Ⅳ（在学期間，夏季集中，各⚑単位，履修単位制限外）
既存のキャリア支援センター窓口のインターンシップ：⑴北海道地域インターンシップ推進協議会

によるインターンシップ，⑵北海学園大学単独インターンシップを体験することで，これまで学習し
た専門科目や語学等の知識をより実践的・具体的なものにします。
本科目は，在学期間中において，⽛キャリア研修Ⅰ～Ⅳ⽜の⚔科目を履修することが可能であり，最

大⚔単位（⚑単位×⚔科目）を取得することができます。しかしながら，各年度において履修可能な
科目数は⚑科目とします。
※履修にあたって，以下の点に留意してください。
① 卒業に必要な単位として認定できます。
② 履修単位制限には含まれません。
③ 単位認定は，⽛合・否⽜で評価します（GPAの対象外）
④ 単位認定に必要な実働日数は⚕日間です。
この⚕日間の構成は自由度の高いものとします。
例えば，⚒日間の研修×⚑回＋⚓日間の研修×⚑回といった構成もあり得ます。

⑤ 履修登録（集中講義）をした上で，⚔月下旬（日時が確定し次第，キャリア支援センター掲示
板及びG-PLUS!でお知らせします）に行われるGIP（北海学園大学インターンシッププログラム）
ガイダンスに参加し，経営学部掲示板およびG-PLUS!でお知らせする申請方法の指示に従ってく
ださい。

⑺ 資格取得科目（⚑部，⚒部）
経営学部では，在学期間において，検定に関連性のある下記の⽛対象科目⽜を履修し，かつ，下記の

検定試験に合格または一定の成績を修めた上で所定の手続を完了した学生に対して単位を認定していま
す。
⚑）情報系

科目名 対象科目 試 験 認定単位
情報Ⅰ 情報リテラシー Wordスペシャリスト

Excelスペシャリスト
PowerPoint

⚑単位

情報Ⅱ データ解析 Wordエキスパート
Excelエキスパート
Access
ITパスポート

⚒単位

(注⚑) 情報Ⅰ・情報Ⅱそれぞれにおいて，認証対象となるのは⚑資格のみです。
(注⚒) 単位認定に必要となる科目に関して，⽛履修中⽜だけでなく⽛履修後⽜でも単位認定を申請する
ことができます。
(注⚓) 大学入学以前に検定試験に合格している者は，本単位認定の規定が適用されません。
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(注⚔) ⚑年次で既に⽛Wordエキスパート⽜，⽛Excelエキスパート⽜，⽛Access⽜，⽛ITパスポート⽜のい
ずれかに合格している者は，⚒年次以降において⽛データ解析⽜を履修したのち，単位認定に申請する
ことが認められます。
(注⚕) 合格証と同等の扱いで⽛デジタル認定証⽜がありますが，単位認定の申請書類としては認めて
おりません。

●情報系有料資格対策講座の案内
経営学部では，マイクロソフト・オフィス・スペシャリスト（MOS）資格対策講座（有料）と国

家試験であるITパスポート試験対策講座（有料）を学内にて開催する予定です※1。授業科目と連動
する資格対策講座ですので，積極的に受けてください。
MOSは，ビジネスに必須の資格として支持されており，累積受験者数が350万人を超えています。

経営学部のMOS資格対策講座は，短い講座日数で一気に合格を目指すもので，高い合格実績を残し
ています。情報リテラシーやデータ解析でWord，Excelを学んだ方は，上級レベル（エキスパート）
から受講することをお勧めします。
ITパスポートは，ITを利活用するすべての社会人・学生が備えておくべきITに関する基礎知識を

習得したことを証明する国家試験です。経営学部のITパスポート試験対策講座は，在学中の資格取
得に向けた様々なサポートにより，高い合格実績を残しています。
各資格の詳細については，マイクロソフト認定資格総合サイト（http://mos.odyssey-com.co.jp/），

ITパスポート試験サイト（https://www.jitec.ipa.go.jp）をご覧ください。

※⚑ 開講する講座，時期については変わる場合がありますので，掲示板等を見てください。受講
希望者が少ない場合は，開催されない場合があります。

⚒）会計系
科目名 対象科目 試 験 認定単位
会計Ⅰ 簿記Ⅰ・Ⅱ 日商簿記⚓級 ⚑単位
会計Ⅱ 財務会計Ⅰ・Ⅱ 日商簿記⚒級 ⚒単位

(注⚑) 単位認定に必要となる科目に関して，⽛履修中⽜だけでなく⽛履修後⽜でも単位認定を申請する
ことができます。
(注⚒) 大学入学以前に検定試験に合格しているものは，本単位認定の規定が適用されません。
(注⚓) ⚑年次で既に⽛日商簿記⚒級⽜，に合格している者は，⚒年次以降において⽛財務会計Ⅰ・Ⅱ⽜
を履修したのち，単位認定に申請することが認められます。
(注⚔) 2015・2016年度入学者のうち，既に，商業簿記または株式会社会計を履修したものについては，
財務会計Ⅰ・Ⅱの代わりに商業簿記・株式会社会計を対象科目とすることを認める。

●会計系資格対策講座の案内
経営学部では，日本商工会議所が主催する日商簿記検定試験⚒級・⚓級の合格を目指す講座を開

講しています。簿記を理解することによって，企業の経営管理に必要な会計知識だけではなく，財
務諸表を読む力，分析する力が身につきます。社会人基礎力として，簿記の知識は必要不可欠です。
つまり，簿記は経理担当者だけでなく，すべての社会人に役立ちます。公認会計士，税理士といっ
た国家資格を目指す学生には登竜門の資格です。

⚓）英語系
科目名 対象科目 試験 得点 認定単位
英語Ⅰ (⚑部)

総合実践英語（Ｂ群）および
ビジネス英語科目群(Ｋ群）のう
ち⚑科目
(⚒部）
一般教育科目の【英語】科目のうち
⚑科目

TOEIC 470点以上 ⚑単位
英語Ⅱ 600点以上 ⚒単位

(注⚑) 単位認定に必要となる科目に関して，⽛履修中⽜だけでなく⽛履修後⽜でも単位認定を申請する

―37―



ことができます。
(注⚒) 大学入学以前に検定試験に合格しているものは，本単位認定の規定が適用されません。
(注⚓) ⚒部の対象科目は，英語講読Ⅰ・Ⅱ，オーラルコミュニケーションⅠ・Ⅱ，英語特講Ⅰ・Ⅱ，
英語文化演習Ⅰ・Ⅱとする。

※履修にあたっては，以下の点に留意してください。
① 卒業に必要な単位として認定できます。
② 履修単位制限には含まれません。
③ 単位認定は⽛合・否⽜で評価（GPAの対象外）とします。
④ 資格取得科目の単位認定申請方法については，別途，掲示やG-PLUS!にて案内します。

●英語系資格対策について
経営学部では，経営学に関係する諸分野の知識や能力を身につけることに加えて，英語コミュニ

ケーション能力の養成も重要視しています。社会，特にビジネスの世界で英語を使う能力を身につ
けるため，総合実践英語科目やビジネス英語科目を設置しています。
就職活動などの際に英語コミュニケーション能力を証明するために，TOEIC Listening &

Reading TestやTOEIC Speaking & Writing Testの受験が必要になるかもしれません。経営学部と
してはこのような試験のために別途講座を開講してはいませんが，総合実践英語やビジネス英語科
目を履修することで身についた知識や能力は，試験でよい成績を収めることに役立つはずです。自
分に足りないスキルや特に伸ばしたいスキルを考え，目的に合った科目の履修を心がけてください。
TOEICやTOEIC Speaking & Writing Testは個人で受験することも可能ですが，北海学園生協を

窓口として年に数回本学でも実施していますので，掲示板等で情報を確認してください。

⑻ 演習科目
⚑）⚑部の演習科目

⚑部の演習科目には，演習Ⅰ・Ⅱ，英語演習Ⅰ・Ⅱ，特別講義（特別演習），卒業研究があります。
演習科目は，自己の問題意識に沿って深く専門知識を修得することで，主体的な問題解決能力を有

し，実際の経営や地域社会において生起する諸問題に適切に対処できる人材を養成することを目的と
しています。
これらは必修科目ではありませんが，すべて卒業単位として認められます。教員や仲間との交流を

深め学生生活をより有意義なものにするためにも，積極的な履修が望まれます。
① 演習Ⅰ・Ⅱ

演習Ⅰは，課題を発見し分析するための基礎的能力を養成することを目的としています。経営お
よび経営情報の基礎的な問題や事項についてじっくりと検討していきます。希望者が多く定員を超
える場合は選考が行われます。
演習Ⅱは，演習Ⅰの成果を基礎としてさらに研究を進め，演習論文などにまとめることを目的と

しています。指導教員とよく相談し，研究内容を決めてください。
演習Ⅰ及び演習Ⅱは，⚒年次から⚔年次まで配置されており，この間であるならばどの年次にお

いても履修可能です。ただし，演習Ⅱは演習Ⅰを終えていなければなりません（同時履修はできま
せん）。また，演習Ⅱは演習Ⅰと同一指導教員であることを原則とします。指導教員によっては自
分の履修希望年次に開講しない場合がありますので，指導希望教員の開講年次については注意をし
てください。なお，英語演習Ⅰ・Ⅱとの同時履修は認められません。

② 英語演習Ⅰ・Ⅱ
英語演習Ⅰは，自身のキャリアを英語に結び付けたいと強く希望する学生に対し，⚒年次から英

語力の向上を包括的に支援することで，英語力を活かした職業を目指す学生の輩出を目指します。
なお，演習Ⅰ・Ⅱとの同時履修は認められません。また，希望者が多く定員を超える場合は選考が
行われます。
英語演習Ⅱは，英語演習Ⅰの成果を基礎としてさらに研究を進め，演習論文などにまとめること

を目的としています。英語演習Ⅱは英語演習Ⅰを終えていなければなりません（同時履修はできま
せん）。指導教員とよく相談し，研究内容を決めてください。なお，演習Ⅰ・Ⅱとの同時履修は認め
られません。
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③ 特別講義（特別演習），卒業研究
特別講義（特別演習）は，演習Ⅰおよび演習Ⅱで学習した成果を発展させて，演習論文をまとめ

上げるとともに，就職・進路指導の機会とすることを目的としています。指導教員とよく相談し，
研究内容を決めてください。
卒業研究は，演習Ⅰおよび演習Ⅱで学習した成果を発展させて，卒業研究（卒業論文・卒業制作）

をまとめ上げることを目的としています。演習の研究成果の集大成が卒業研究（卒業論文・卒業制
作）になるので，一定の水準に達していることが求められます。指導教員とよく相談し，研究内容
を決めてください。
※卒業研究（卒業論文・卒業制作）は，卒業研究（卒業論文・卒業制作）提出要領に基づいて提出
し，教授会の審査を経て単位が認定されます。

⚒）⚒部の演習科目
⚒部の演習科目には，演習Ａ・Ｂがあり，⚓・⚔年次に開講されます。
演習は，自己の問題意識に沿って深く専門知識を修得することで，実践的な問題解決に必要な基礎

的能力の養成を目的としています。これらは必修科目ではありませんが，すべて卒業単位として認め
られます。教員や仲間との交流を深め学生生活をより有意義なものにするためにも，積極的な履修が
望まれます。
① 演習Ａ・Ｂ

演習Ａ・Ｂは，特定のテーマのもとに少人数で研究を進め，より高度な専門知識を身につけるこ
とを目的とします。自分自身の問題関心を見定め目的意識をもって臨むことが求められます。希望
者が多く定員を超える場合には選考が行われます。
演習Ａ・Ｂは，⚓・⚔年次に配置されており，どちらの年次においても履修可能です。履修はＡ

とＢのどちらが先になっても構いません。また，年次によってＡとＢの指導教員が異なっていても
構いません。ただし，ＡとＢを同時に履修することはできませんし，指導教員が異なることを理由
に同一科目を⚒度履修することもできません（たとえば，甲先生の演習Ａと乙先生の演習Ａを履修
することはできません）。
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⑼ 特別講義
《2019年度に開講される特別講義一覧》

科 目 名 担当者名 開講年次 開講学期 単位数 開講科目群 備 考

地域経営者に学ぶ
工夫－蓄積－創造 大 平 義 隆 ⚑・⚒部 ⚑年 第⚒学期 ⚒ キャリア形成科目

⚑部時間帯で開講
2019年度入学生のみ
講義概要専38ページ

地域金融を学ぶ 大 平 義 隆 ⚑・⚒部 ⚒年 第⚑学期 ⚒ キャリア形成科目 ⚑部時間帯で開講
講義概要専98ページ

地域の事業創造 大 平 義 隆 ⚑・⚒部 ⚒年 第⚒学期 ⚒ キャリア形成科目 ⚑部時間帯で開講
講義概要専98ページ

ビジネス異文化コミュ
ニケーション

石 井 晴 子
内 藤 永 ⚑部 ⚒年 第⚑学期 ⚒ キャリア形成科目 講義概要専99ページ

マネジメント研修Ⅰ・
Ⅱ

庄 司 樹 古
関 哲 人 ⚑・⚒部 ⚒年 第⚑学期

集中 ⚒ キャリア形成科目 ⚒年生のみ，履修上限外
講義概要専170，171ページ

ビジネスワーク実習 赤 石 篤 紀 ⚑部 ⚔年 第⚑学期 ⚑ キャリア形成科目 ⽛企業研修リテラシー⽜単位修得者のみ
講義概要専173ページ

特別演習 演習Ⅱ担当教員 ⚑部 ⚔年 通年 ⚒ 演習・実習科目
⽛演習Ⅱ⽜の単位を修得し，担当
教員から履修許可を得た学生のみ
講義概要専178～191ページ

ライフステージと健康
・スポーツ 伊 熊 克 己 ⚑・⚒部 ⚒年 第⚑学期 ⚒ 専門基幹科目 ⚒部時間帯で開講

講義概要専51ページ

スポーツマーケティング 伊 藤 友 章 ⚑・⚒部 ⚓年 第⚑学期 ⚒ 専門展開科目
（戦略・マーケティング系）

⚒部時間帯で開講
講義概要専113ページ

スポーツと企業 澤 野 雅 彦 ⚑・⚒部 ⚓年 第⚒学期 ⚒ 専門展開科目
（組織・マネジメント系）

⚒部時間帯で開講
講義概要専106ページ

⑽ 認定心理士科目
⽛認定心理士⽜資格取得に要するカリキュラムの開講について
⚑）⽛認定心理士⽜とは

認定心理士とは，公益社団法人日本心理学会※がその資格取得希望者に対して，⾉この人物は心理学
に関する標準的な基礎知識と基礎技術とを正規の課程において修得している⾊ということを認定する
（⽛資格申請の手引き⽜より抜粋）資格のことです。この資格を取得するためには，（公社）日本心理
学会が定める基準に従って心理学関係科目の必要単位を取得し，かつ⚔年制大学における心理学科ま
たはそれに準ずる課程を修了することが必要になります。認定心理士資格は各種の心理学関係の資格
の中では最も基礎的なものですが，将来はさらに高度な経験や訓練を要求される上位資格の取得に際
して，十分な基礎的条件となることが期待されています。この制度は平成⚒年から始まり，資格取得
者数は現在，⚔万人を超え，最近は，毎年3,000名以上増えています。通常，この資格を取得可能な学
部は文学部や教育学部などその大部分が人文科学系の学部となっており，社会科学系で取得可能な本
学の経営学部は全国でも稀な存在と言えるでしょう。
※公益社団法人日本心理学会とは，心理学の進歩普及を図ることを目的として1927年（昭和⚒年）に
創立された全国規模の心理学の総合学会で，最も歴史のある，かつ会員数も多い学会（公益社団法
人）です。

⚒）⽛認定心理士⽜資格の位置づけについて
(公社）日本心理学会以外にも複数の学会・団体が幾つかの心理学関係の資格を出しています。それ

らの多くの資格と同様に⽛認定心理士⽜は資格であって，免許ではありません。そのため，その取得
によって，直ちにカウンセラー等の職業に就けることを保証するものではありません。この点は，臨
床心理士や学校心理士などのより上位の資格でも同様です。
これらの上位資格は大学院修士課程の修了を前提とし，かつ実務経験を要しますが，それに対して

⽛認定心理士⽜は大学の学部で必要な単位を修得し，資格申請することによって取得できます。つま
り，この資格は，心理学のベーシック・ミニマムを体系的に大学で修めたことを認定するものであり，
特定の職務を遂行するための技術や能力を認定するものではありません。
しかし，この資格は，前述のように心理学科を卒業した人と同じレベルの知識・技能を有すること

を認めるものですから，たとえば将来就く職で心理学的な素養が求められる場合や心理系の大学院へ

―40―



進学する場合などに活用することができます。（公社）日本心理学会のアンケートによると，資格取得
者の⚔割弱が心理・福祉関係の専門職として，残りの⚖割強が事務職や教師などのそれ以外の職業に
就いて，それぞれ活躍しています。
現在，心理学関連の諸学会は各学会で認定している資格を統合して，国家資格化することを目指し

ています。その際，⽛認定心理士⽜は学部レベルの唯一の認定資格として位置づけられることが期待さ
れています。

⚓）本学におけるカリキュラム設定
⽛認定心理士⽜の申請に必要な条件を満たすためには，経営学部に設置された⽛認定心理士⽜取得の
ための開講科目を別表の記載事項に従って修得することが必要です。これらの開講科目は，経営学部
の全学生が履修可能ですが，とりわけ⚑部経営情報学科および⚒部経営学科に所属して，⚒年次以降
⽛心理・人間行動コース⽜を選択する学生は，選択したコースの卒業要件に充当できる開講科目との
重複が多くなるため，資格申請の要件を整えやすいでしょう。なお，各科目の履修は年間の履修単位
制限内で行ってください。

⚔）⽝心理学実験実習⽞を受講するにあたって
⽝心理学実験実習⽞は⽛認定心理士⽜資格取得にあたっての必須科目です。この科目では，原則的に
遅刻や欠席が一切認められず，履修するには相当な努力が必要になります。そこで，資格取得を円滑
にするために，⽝心理学実験実習⽞を履修する前までに以下のような点を満たしていることを履修条件
とします。
※⽛心理学概論Ⅰ・Ⅱ，心理学研究法，心理統計学の単位を取得していること。⽜

なお，これ以外の科目に関しても，⽝心理学実験実習⽞を履修前に可能な限り修得しておくように努
力してください。⚓年次終了時点において⽛認定心理士⽜資格のために必要な科目の履修を終えてい
ることが円滑な資格の取得につながります。

※たとえば，⚒年次までの履修モデルとして次のような案が考えられます。
⚑年次開講科目：心理学概論Ⅰ・Ⅱ，行動科学，人間関係論，基礎心理学
⚒年次開講科目：心理学研究法，心理統計学，社会心理学Ⅰ・Ⅱ，学習心理学，適応の心理学

なお，上記のモデルは取得に必要な最低限の単位数を基準にしたものです。十分な学力と技能を身
につけるためには，より多くの科目の履修が望ましいことは言うまでもありません。

⚕）⽛認定心理士⽜の認定証を取得する方法
申請に必要な要件を満たした（見込みも含む）学生には，毎年⚑月下旬～⚒月中に経営学部掲示板

にて申請方法をお知らせしますので，その指示に従ってください。
申請の流れは，公益社団法人日本心理学会のホームページで確認してください。

URL: https://psych.or.jp/qualification/
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⚖）⽛仮認定⽜の申請について
① 認定心理士の申請は原則として大学在学中に行うことはできませんが，卒業前（⚔年生）に⽛仮
認定⽜を受けて条件付きの⽛仮認定証⽜を受領することができます。この手続きができるのは，申
請書提出時に卒業見込証明書が発行される，在学中の学生に限られます。

② この制度は，資格取得のための単位修得が申請書どおりであることを認定委員会が確認できた段
階で，認定心理士資格を授与することを保証するものです。審査料，認定料は通常の認定と同一金
額が必要ですが，認定への切替え時にそちらに充当されます。
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《⽛認定心理士⽜取得のための開講科目一覧表》

2015年度以降入学生用
※( ）内の数字は単位数を表し，通年開講科目とする。指示のない場合は全て半期開講科目⚒単位である

認定の領域
本学の開講科目（単位）と開講学年

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年

基
礎
科
目
群

ａ 心理学概論
心理学概論Ⅰ
心理学概論Ⅱ
行動科学◆

ｂ 心理学研究法 心理学研究法
心理統計学

ｃ 心理学実験・実習 心理学実験実習⑷
12単位必修

選
択
科
目
群

ｄ 知覚心理学
学習心理学 基礎心理学 学習心理学 認知心理学

問題解決の心理学

ｅ 生理心理学
比較心理学 心的情報処理論

ｆ 教育心理学
発達心理学

教育心理学Ⅰ
教育心理学Ⅱ 生涯発達心理学

ｇ 人格心理学
臨床心理学 適応の心理学 臨床心理学

ｈ 社会心理学
産業心理学 人間関係論 社会心理学Ⅰ

社会心理学Ⅱ

組織心理学
チームの心理学
人間行動論
行動意思決定論

＊＊16単位以上必修
そ
の
他
の
科
目

ｉ 心理学関連科目

＊＊＊総単位36単位以上

⑴ ａ群，ｃ群で各⚔単位以上修得し，かつ，ｂ群とｃ群の合計修得単位が⚘単位以上であること。
⑵ ｄ群，ｅ群，ｆ群，ｇ群，ｈ群のうち⚓群で各⚔単位以上修得し，かつ選択科目群の修得単位が16単位以
上あること。

⑶ ⚓領域の合計修得単位が36単位以上あること。

◆基礎科目ａ群において⚔単位を修得する際は，⽛心理学概論Ⅰ・Ⅱ⽜による充当を優先してください。
※上記の科目のうち，⽝行動科学⽞，⽝基礎心理学⽞，⽝人間関係論⽞の⚓科目は総合教育科目，その他の科目は経
営学部の専門教育科目です（ただし，⽝教育心理学Ⅰ・Ⅱ⽞を除く）。

※ 網かけの⽝教育心理学Ⅰ・Ⅱ⽞は教職課程履修者のみが受講可能な科目ですが，認定心理士の資格申
請単位としても認められます。
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⚓．経営学部⚑部（経営学科・経営情報学科）開講科目一覧表
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カリキュラム表（2018年度以降入学生）
経営学部 ⚑部 経営学科，経営情報学科
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カリキュラム表（2015～2017年度入学生）
経営学部 ⚑部 経営学科，経営情報学科
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※ 別掲⚑（2016年度以降入学生）
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※ 別掲⚑（2015年度入学生）





⚔．経営学部⚒部（経営学科）開講科目一覧表
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カリキュラム表（2018年度以降入学生）
経営学部 ⚒部 経営学科
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カリキュラム表（2015～2017年度入学生）
経営学部 ⚒部 経営学科
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※ 別掲⚑（2016年度以降入学生）
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※ 別掲⚑（2015年度入学生）





⚕．履修系統図（⚑部，⚒部)





経
営
学
部
⚑
部

履
修
系
統
図

履
修
系
統
図
で
は
，
学
生
が
専
門
科
目
を
体
系
的
に
学
習
す
る
た
め
に
選
択
し
た
⽛
コ
ー
ス
⽜
と
，
開
講
科
目
一
覧
表
と
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
，
コ
ー
ス
以
外
に
も
，⽛
英
語
（
総
合
実
践
英
語
科
目
や
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
科
目
，
演
習
，
実
習
）⽜
や
，⽛
キ
ャ
リ
ア
形
成
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
や
資
格
取
得
科
目
）⽜
に
つ
い
て
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の

学
び
の
流
れ
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
科
目
名
の
横
の
（
）
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
，
開
講
科
目
一
覧
表
に
示
し
て
あ
る
⽛
群
⽜
を
表
し
て
い
ま
す
。

＊
⚑
部
経
営
学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
は
，⽛
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
⽜
で
す
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は
29
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⚑
部
経
営
情
報
学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
は
，⽛
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
情
報
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
ま
た
は
⽛
心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス
⽜
で
す
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は

30
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
卒
業
要
件
と
し
て
，
選
択
し
た
コ
ー
ス
の
科
目
の
中
で
，
Ｃ
～
Ｉ
群
の
科
目
を
42
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
73
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⽛
専
門
導
入
科
目
（
Ｃ
群
）⽜
と
⽛
専
門
基
幹
科
目
（
Ｄ
群
）⽜
は
，
経
営
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
全
て
の
学
生
に
履
修
す
る

こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

＊
Ｃ
～
Ｄ
群
で
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
36
単
位
以
上
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
広
く
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
選
択
し
た
コ
ー
ス
以
外
の
科
目
も
，
自
由
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
⚒
部
の
み
で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
異
な
る
部
で
の
科
目
の
受
講
（
特
別
履
修
））
。
対
象
と
な
る
科
目
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
・
学
習
目
標

学
部

建
学
の
精
神
（
自
由
で
不
屈
な
開
拓
者
精
神
）
に
則
り
，
自
由
な
精
神
，
進
取
の
精
神
及
び
不
屈
の
精
神
を
涵
養
し
，
専
門
知
識
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
実
践
力
を
養
成
す
る
。

経
営
学
科

経
営
・
市
場
・
企
業
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

経
営
情
報
学
科

会
計
・
情
報
・
心
理
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。





経
営
学
部
⚒
部

履
修
系
統
図

履
修
系
統
図
で
は
，
学
生
が
専
門
科
目
を
体
系
的
に
学
習
す
る
た
め
に
選
択
し
た
⽛
コ
ー
ス
⽜
と
，
開
講
科
目
一
覧
表
と
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
科
目
名
の
横
の
（
）
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
，
開
講
科
目
一
覧
表
に
示
し
て
あ
る
⽛
群
⽜
を
表
し
て
い
ま
す
。

＊
⚒
部
経
営
学
科
の
学
生
が
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
は
，⽛
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
⽜
か
⽛
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
⽜
ま
た
は
⽛
心
理
・
人
間
行
動
コ
ー
ス
⽜
で
す
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
は
31
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
卒
業
要
件
と
し
て
，
選
択
し
た
コ
ー
ス
の
科
目
の
中
で
，
Ｂ
～
Ｈ
群
の
科
目
を
30
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
74
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
⽛
専
門
導
入
科
目
（
Ｂ
群
）⽜
と
⽛
専
門
基
幹
科
目
（
Ｃ
群
）⽜
は
，
経
営
学
分
野
の
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
全
て
の
学
生
に
履
修
す
る
こ
と
を
推

奨
し
ま
す
。

＊
Ｂ
～
Ｃ
群
で
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
30
単
位
以
上
で
あ
る
の
で
，
選
択
す
る
コ
ー
ス
に
関
わ
ら
ず
，
広
く
履
修
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
選
択
し
た
コ
ー
ス
以
外
の
科
目
も
，
自
由
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
⚑
部
の
み
で
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
異
な
る
部
で
の
科
目
の
受
講
（
特
別
履
修
））
。
対
象
と
な
る
科
目
は
21
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
・
学
習
目
標

学
部

建
学
の
精
神
（
自
由
で
不
屈
な
開
拓
者
精
神
）
に
則
り
，
自
由
な
精
神
，
進
取
の
精
神
及
び
不
屈
の
精
神
を
涵
養
し
，
専
門
知
識
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え
た
実
践
力
を
養
成
す
る
。

経
営
学
科

経
営
・
市
場
・
企
業
・
会
計
・
情
報
・
心
理
に
か
か
わ
る
経
営
分
野
の
専
門
知
識
と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
あ
わ
せ
も
ち
組
織
や
社
会
を
力
強
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。





Ⅳ．試験
⚑．定期試験
⑴ 定期試験について
⚑) 定期試験は原則として学期末に行われます（科目によっては定期試験期間外に試験を実施する場合
や，試験を実施しない場合もあるので注意してください）。

⚒) 実施時期および期間については⽛行事日程表⽜（⚕ページ）を参照してください。
⚓) 定期試験は原則として60分とし，⽛試験時間割⽜は別に定めて掲示するほか，G-PLUS!でも配信しま
す。

⚔) 下記のいずれかに該当するものは定期試験を受けることができません。
① 履修登録をしていない者
② 出席時間数が規程に満たない者
③ 試験時間に20分以上遅刻した者
④ 学生証を所持していない者

⚕) 定期試験を受けることができなかった者は，試験期間終了後，指定の期日までに理由書（診断書ま
たは証明書）を添付した⽛試験欠席届⽜を経営学部事務室に提出してください。提出しなければ受験
放棄とみなされます。この届出がなければ，追試験を受けることができません。

⚖) 定期試験期間前に，あらかじめ定期試験を欠席しなければならないことが分かっている場合は，経
営学部事務室に申し出て下さい。定期試験期間以外の試験等で成績評価が行われる場合は，担当教員
に申し出て下さい。

⚗) 不正行為のあった場合は⽛当該科目の年度内受講を停止し，単位は認定せず，当該試験期間中の受
験を停止し，当該試験期間中の全科目を⚐点とする⽜（但し，追試験の場合は，当該追試験期間中の全
科目，および当該学期定期試験期間中の全科目を⚐点とする）ほか，その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処
置がとられます。
定期試験時間

試験時間

部 別 時 限 時 間

⚑部

⚑時限目 9：00～10：00
⚒時限目 10：30～11：30
⚓時限目 12：00～13：00
⚔時限目 13：30～14：30
⚕時限目 15：00～16：00
⚖時限目 16：30～17：30

⚒部
⚑時限目 18：00～19：00
⚒時限目 19：30～20：30

⚒．追試験
⑴ 追試験について
⚑) 追試験とは病気その他の正当な理由で定期試験を受験できなかった場合のみ，受験できます。

しかし，どの科目についても実施されるとは限りません。
⚒) 追試験を受けようとする学生は，次の手続きが必要です。
① 定期試験期間終了後，指定の期日までに理由書（診断書または証明書）を添付した⽛試験欠席届⽜
を経営学部事務室に提出してください。

② 定期試験の欠席理由が正当であると判断されたか否かは，追試験申込受付の日に窓口で確認して
ください。

③ 追試験の受験希望者は⽛追試験受験申込書⽜と自動証明書発行機より⚑科目500円を支払って申請
書を入手し，あわせて必要事項を記入のうえ所定の期間内に経営学部事務室に願い出てください。

⚓) 追試験は次の場合に認められます。
① 病気欠席の場合（診断書を添付してください。）

診断書は病名，および受診日・通院期間が記載されていなければなりません。
② その他の場合
ア) 入社試験の場合（そのことを証明する文書を添付してください）
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イ) 出張（⚒部生のみ）の場合（職場長の出張証明書を添付してください）
ウ) 交通事故の場合
ａ．公共交通機関を利用して，通学途中交通事故などによって，受験できなかった場合は，公共
交通機関発行の証明書を添付してください。
証明書が発行されない交通機関の場合は，速やかに経営学部事務室に申し出てください。

ｂ．通学途中，交通事故にあった場合は，警察署の事故証明書を添付してください。
エ) 葬儀の場合（会葬挨拶の葉書，新聞掲載⽛おくやみ⽜記事などを添付してください）
オ) 試験本部で正当な理由であると認められた場合を除き，遅刻による追試験は許可しません。
カ) その他緊急やむなき理由の場合，まずは経営学部事務室に確認し，その指示に従ってください。

⚔) 追試験は第⚑学期については⚙月，第⚒学期については⚒月に行います。

⚓．受験心得
⑴ 受験者は，試験場に掲示されている指定座席で受験すること。
⑵ 受験者は，学生証を机上に掲示（通路側）しなければ，受験できない。
⚑) 学生証を紛失した学生は，あらかじめ再発行の手続きをとること。
⚒) 学生証を忘れた者は，各学部事務室ならびに教務センター事務室（工学部⚑年生）に申し出て仮受
験票の発行を受けること。発行は，試験開始時間の10分前より取り扱う。ただし，仮受験票は発行当
日のみ有効とする。また，仮受験票の発行は当定期試験期間中⚑回限りとする。

⚓) 有効期限が経過した学生証では，受験できない。
⑶ 受験科目は，履修許可を受けた科目に限る。
⑷ 答案用紙を受取った後，試験監督者の指示に従って，指定欄⚒ヶ所に学年，組，学生番号，氏名を記
入すること。

⑸ 答案用紙を受け取った後は，急病により受験を中断した場合でも有効答案として扱われる（追試験を
受けることができない）ので，受験にあたっては体調管理に万全を期すこと。

⑹ 試験開始後20分までは入室することができる。試験開始後20分を超えて遅刻してきた者は受験できな
い。

⑺ 試験開始後30分までは，退室できない。
⑻ 試験場において特に参照を許可されたもの以外は，ᷥにしまい，机の中には何も置かないこと。
⚑) 参照許可物は，自ら持参したものに限る。試験場での貸し借りを禁ずる。これに違反した者は不正
行為とみなす。

⚒) 持ち込み許可の六法全書は，特段の指示がない限り，下記に指定されたもので，書き込みのないも
のに限る（判例・解説等の付録の参照は不可）。書き込みのある六法全書を使用した場合は，試験科目
や問題範囲にかかわりなく不可で，もし書き込みがあれば不正行為とみなされる。
〔大学が指定する六法全書〕
有 斐 閣：⽝六法全書⽞⽝ポケット六法⽞
信 山 社：⽝標準六法⽞
三 省 堂：⽝デイリー六法⽞

⑼ 電子機器（スマートフォン・携帯電話・電卓）及びこれに類するものは，試験場では電源を切りᷥの
中にしまうこと。試験中に電子機器の時計機能や電卓機能を利用することはできない。また試験中にこ
れらの電子機器を操作・参照することを禁じる。これに違反したものは不正行為とみなす。

⑽ 試験中は，物品の貸借および私語を禁ずる。なお，事務室も文房具その他の貸し出しは行わないので，
事前に十分の準備をすること。

⑾ 不正行為〔本人以外の受験，答案の交換又は貸借，不正行為用の文書類の所持（試験科目および問題
の範囲にかかわらない），参照許可物以外のものの参照，試験監督者の指示に従わない等〕があった場合
は，⽛退場⽜を命じられ，次の措置がとられる。
《定期試験の場合》
⚑) 当科目の年度内受講を停止し，単位は認定しない。
⚒) 当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目を⚐点とする。
⚓) その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処置をとる。
《追試験の場合》
⚑) 第⚑学期追試験：当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目（第⚑学期定期試験科目を

含む）を⚐点とする。
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⚒) 第⚒学期追試験：当試験期間中の受験を停止し，当試験期間中の全科目（第⚒学期定期試験科目を
含む）を⚐点とする。

⚓) その後⽛懲戒⽜を含む厳重な処置をとる。
⑿ 答案を提出する場合は，試験監督者の指示する場所に提出し，速やかに退室すること。
⒀ 受験者は，たとえ解答ができなくとも答案用紙に学生番号，氏名を記入して，必ず提出すること。提
出しない場合，試験の正常な運営を妨げる不正行為とみなすことがある。

⒁ 病気その他の事情により，定期試験を受けることのできなかった者は，追試験の取り扱いに基づき所
定の手続きを定期試験終了後⚓日以内に完了すること。

⒂ 試験実施日時および試験場には充分注意し，確認を怠らないこと。
⒃ その他，試験監督者の指示に従うこと。
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Ⅴ．成績の評価と通知
⚑．成績評価
⑴ 成績の合否は，100点満点で，60点以上を合格，それ未満は不合格とします。
⑵ 評価基準は，次のとおりです（学則第23条）。

評 価 点 数

合 格

秀 (Ｓ) 90～100 点
優 (Ａ) 80～89 点
良 (Ｂ) 70～79 点
可 (Ｃ) 60～69 点

不合格
不可 (Ｄ) 59点 以 下
欠 (Ｅ) 欠 席

＊点数化できない科目の場合，合（＝合格）または否（＝不合格）で評価します。

⑶ 成績証明書は，合格（修得）した科目の評価〈秀，優，良，可，合〉で表示し，不合格（不可，欠，
否）科目は，表示しません。

⑷ 成績通知書は，学費支給者宛に，年⚒回（⚙月中旬・年度末（⚓月上旬））郵送します。その際，不合
格科目は⽛不⽜，欠席した科目は⽛欠⽜と記載されます。

⑸ 一度合格した科目は，いかなる事情があっても，再度，受講および受験することはできません。
⑹ 不合格および欠席のため単位が取得できなかった科目は，再履修することができます。

⚒．GPA（Grade Point Average）制度
GPA制度は，履修科目の成績を一定のポイントに置き換えて学習到達度を客観的に評価するものです。

経営学部では，GPA制度を奨学金推薦，演習科目の選考，転部・転学科試験，成績優秀者の選出などに活
用します。
経営学部でGPAを算出する方法や算出するための評価とポイントとの関連は，以下に示したとおりとな

ります。
⑴ GPAの算出方法について

学生が履修した科目の各GPに各評価の単位数を掛けたものの総合計を履修科目の総単位数（評価Ｄ・
Ｅの単位数も含む）で割ったものがGPAとなります。

〈GP(S)×単位数〉＋〈GP(A)×単位数〉＋〈GP(B)×単位数〉＋〈GP(C)×単位数〉
履修科目の総単位数(Ｄ・Ｅの単位数を含む)※⚑・⚒

※⚑ ⽛履修科目の総単位数⽜については，再履修した場合，再履修前の単位数は含まれないものとす
る。

※⚒ 転部・転学部・転学科した場合，単位の読替が認められなかった科目の単位数及び評価はGPA算
出の際，含まれないものとする。

※⚓ GPAは，学期ごとの⽝学期GPA⽞と年度ごとの⽝年度GPA⽞と全成績を通算した⽝通算GPA⽞の⚓
種類で算出する。
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⑵ GPAの評価基準と算出例について

授業科目 履 修
単位数 評点 評価 GP 科目ポイント

(GP×単位数) 合否

演習Ⅰ 4 90～100点 Ｓ 秀 4 16

合格
情報リテラシー 4 80～89点 Ａ 優 3 12
データ解析 4 70～79点 Ｂ 良 2 8
学習心理学 2 60～69点 Ｃ 可 1 2
流通システム 2 59点以下 Ｄ 不可 0 0

不合格
経営管理Ⅰ 2 欠席 Ｅ 欠 0 0
合計 18 ― ― ― ― 38

◆科目ポイントの合計÷履修単位数の合計＝GPA → 38÷18＝2.11（小数点第⚓位以下は四捨五入）
⑶ 上記の成績評価になじまない一部の科目は合（合格）・否（不合格）で評価します。
⑷ GPA算出の対象外科目は以下のとおりです。
⚑) 経営学部開講科目で進級・卒業要件の単位には算入されない科目（開講科目一覧表参照）
⚒) 教職課程などの各種課程科目（経営学部開講科目としても開講されている場合はGPA算出の対象と
します）

⚓) 他学部で開講されている科目で，特別に履修申請を必要とする科目
⚔) 評価が⽛合・否・認定⽜による科目

⚓．成績の通知
成績は，各学期終了後に⽛成績通知書⽜を郵送します。
郵送時期および宛先は下記を予定しています。

※成績通知書のレイアウトと見方は72ページの⽛Ⅴ-5成績通知表の見方⽜を参照してください。
※成績はG-PLUS!でも確認することができます。

時 期 対 象 通知先 内 容
⚙月18日（水)

(⚙月期卒業生発表日) 全学生 学費支給者 第⚑学期終了時での成績を通知

⚓月10日（火)
(卒業生発表日) ⚔年生 学費支給者

今年度の最終成績を通知⚓月11日（水)
(進級生発表日)

⚑年生（⚑部）
⚒年生 学費支給者

⚓月中旬 ⚑年生（⚒部）
⚓年生 学費支給者

⚔．成績照会
今年度に履修した科目の中間評価と最終評価に関することについて成績照会を実施しますので，所定の

申請用紙を経営学部事務室で受け取り，定められた期間内に申請書を提出してください。その後，申請に
基づき適正に調査した上で申請内容について回答します。
なお，成績照会期間の日程等は，成績通知書，経営学部掲示板，G-PLUS!でお知らせします。

⚕．成績通知表の見方
次のページの表を参照してください。
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①授業科目 分野名および授業科目名が記載されている。

②単位 左に記載している科目の単位数を表示。

③成績 ・欄の左側に記載 ～ 確定した成績。⽛秀⽜⽛優⽜⽛良⽜⽛可⽜⽛合⽜⽛認⽜⽛不⽜⽛欠⽜⽛否⽜で表示（⽛秀⽜は2012
年度以降入学生に適用）。⽛秀⽜⽛優⽜⽛良⽜⽛可⽜⽛合⽜⽛認⽜が合格。⽛不⽜⽛欠⽜⽛否⽜
は不合格。

・欄の右側に記載 ～ 今年度履修中の科目で成績が確定していないもの。
⽛履⽜は履修中を意味する。
⚑学期終了後，⽛S⽜⽛A⽜⽛B⽜⽛C⽜⽛D⽜⽛E⽜で表示されているのは中間成績（⽛S⽜は
2012年度以降入学生に適用）。中間成績には点数で表示される科目もある。

④担当者 科目担当教員の名前。⽛複数の⽜と記載されているのは，複数の教員を表す。

⑤履修期 当該科目をいつ履修したかを表示。
Ex）19.1 ～ 2019年度第⚑学期に履修，19 ～ 2019年度⚑年間の履修

⑥分野別修得単位数 左記授業科目欄に記載している分野ごとの集計欄。
卒業要件欄 ・要件単位 ～ 当該分野で卒業までに必要な単位数を表す。

・修得単位 ～ 当該分野でこれまでに修得した単位数を表す。
・不足単位 ～ 当該分野で不足している単位数を表す。

全ての分野で不足単位が⽛⚐⽜となっていれば，卒業要件を満たした状態であ
る。

当年度欄 ・履修単位 ～ 当年度履修した科目の単位数を表す。
・修得単位 ～ 当年度修得した単位数を表す。学期終了後の通知書に記載される。

⑦修得期別・評価別科目数 年度・学期ごとに修得した評価別の科目数や単位数を表す。
例では，2019.1の秀の欄に⚑（⚒）と記載。これは，2018年度第⚑学期に秀の評価が⚑科目あり，その単位数
は⚒単位であることを意味する。

⑧GPA評価記載欄 学期ごとの⽝学期GPA⽞，年度ごとの⽝年度GPA⽞，全成績を通算した⽝通算GPA⽞の⚓種類を記載。
（2012年度以降入学生のみ）

【成績通知書の見方】



Ⅵ．進級・卒業
⚑．進級
⚑部経営学科および⚑部経営情報学科に所属する学生は，⚑年次から⚒年次への進級時と⚒年次から⚓

年次への進級時に進級審査があります。また，⚒部経営学科に所属する学生は，⚒年次から⚓年次への進
級時に進級審査があります。
進級年次に以下の要件が満たされていないと，進級が認められません（留年することになります）。その

場合，上級年次に開講される講義科目を履修することはできなくなります。
進級要件は以下の通りです。

⑴ 進級要件
⚑) ⚑部経営学科・⚑部経営情報学科
⽛本学部⚑部経営学科及び⚑部経営情報学科の⚒年次に進級できる者は，学生として入学し，⚑年以
上在学し，学則別表⚓に定める授業科目を履修し，24単位を修得しなければならない。また，⚓年次
に進級できる者は，⚒年以上在学し，学則別表⚓に定める授業科目を履修し，48単位を修得しなけれ
ばならない。⽜（北海学園大学経営学部規則第12条）
⚑部経営学科・経営情報学科において，⚓年次から⚔年次へと進級するために必要な要件はありま

せん。
⚒) ⚒部経営学科
⽛本学部⚒部経営学科の⚓年次に進級できる者は，学生として入学し，⚒年以上在学し，学則別表⚔
に定める授業科目を履修し，28単位を修得しなければならない。⽜（北海学園大学経営学部規則第12条）
⚒部経営学科において，⚑年次から⚒年次へ，および⚓年次から⚔年次へと進級するために必要な

要件はありません。
⑵ 進級生発表

教授会において単位の認定，進級の審査を行い，進級を許可された学生を⚓月11日(水）に経営学部掲
示板にて発表します。G-PLUS!では発表しません。

⚒．卒業と学位授与
⑴ 卒業要件（北海学園大学経営学部規則第14条）

本学において卒業認定を得ようとする者は，次の要件を満たさなければなりません。
本学に⚔年以上在学期間（これは単なる在籍期間ではなく，修学期間が⚔年以上必要ということであ

り，休学などによる修学中断期間は含まない）を有すること，また，学部規則第⚓条および第14条に定
める単位を修得すること。
これらの条件を満たした者について，教授会の議を経て，卒業を認定します。卒業に必要な単位数は，

下記のとおりです。各学科について，⚗つの条件が示されていますが，このうち⚑つでも条件を満たさ
ないと卒業できないので，十分に注意して下さい。また，これらを図式化した一覧表を記載するので，
参考にして下さい。
※卒業に必要な単位数（経営学部規則第14条）
カッコ内のアルファベットは，45～59ページに記載されている開講科目一覧表において関係する群の

名称を表示しています。

【2015年度以降入学生】
⚑）⚑部経営学科
① 総合教育科目から24単位以上（Ａ群・Ｂ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から16単位以上（Ｃ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から14単位以上（Ｄ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から36単位以上（Ｃ群・Ｄ群）
⑤ 29ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から42単位以上（Ｃ～Ｉ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目から64単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｅ～Ｍ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目，経済学・法学・歴史学科目の合計138単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・
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法学・歴史学科目は12単位以内とする。（Ａ～Ｎ群）
⚒）⚑部経営情報学科
① 総合教育科目から24単位以上（Ａ群・Ｂ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から16単位以上（Ｃ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から14単位以上（Ｄ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から36単位以上（Ｃ群・Ｄ群）
⑤ 30ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から42単位以上（Ｃ～Ｉ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目から64単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｅ～Ｍ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，ビジネス英語科目，キャリア形成科目および資格取得
科目，経済学・法学・歴史学科目の合計138単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・
法学・歴史学科目は12単位以内とする。（Ａ～Ｎ群）

⚑部経営学科・経営情報学科の卒業要件
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⚓）⚒部経営学科
① 総合教育科目から20単位以上（Ａ群）
② 専門教育科目の専門導入科目から12単位以上（Ｂ群）
③ 専門教育科目の専門基幹科目から⚘単位以上（Ｃ群）
④ 専門教育科目の専門導入科目および専門基幹科目から30単位以上（Ｂ群・Ｃ群）
⑤ 31ページに示したコース別科目一覧表に記載されている科目から30単位以上（Ｂ～Ｈ群，選択し
たコースによる）

⑥ 専門教育科目の専門展開科目，演習科目，キャリア形成科目および資格取得科目から46単位以上。
ただし，資格取得科目は⚖単位以内とする。（Ｄ～Ｋ群）

⑦ 総合教育科目，専門教育科目，演習科目，キャリア形成科目および資格取得科目，経済学・法学・
歴史学科目の合計128単位以上。ただし，資格取得科目は⚖単位以内，経済学・法学・歴史学科目は
12単位以内とする。（Ａ～Ｌ群）

⚒部経営学科の卒業要件
以上の要件を満たした者について教授会の議を経て，卒業を認定し，卒業証書を授与するとともに，

北海学園大学学位規則に定めるところにより学士（経営学）の学位を授与します（学則第32条第及び
第33条，経営学部規則第14条）

⑵ 卒業生発表等
⚑) 教授会において単位の認定，卒業の審査を行い，卒業を許可された学生を⚓月11日(月）に経営学部
掲示板にて発表します。G-PLUS!では発表しません。

⚒) 卒業証書・学位記授与式について
例年，春分の日に⽛北海きたえーる⽜で挙行されます。
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⚓．⚙月期卒業
⑴ 卒業要件（北海学園大学経営学部規則第14条）

本学において⚙月期卒業認定を得ようとする者は，次の要件を満たさなければなりません。
⚑) 本学に⚔年以上在学期間（これは単なる在籍期間ではなく，修学期間が⚔年以上必要ということで
あり，休学などによる修学中断期間は含まない）を有する者

⚒) 過去に⚑度でも卒業延期となったことのある者
⚓) 今年度の第⚑学期の履修により卒業要件を満たすことのできる者
⚔) 学部規則第⚓条および第14条に定める単位を修得した者（73ページの⽛Ⅵ-2-⑴卒業要件⽜に示した
部別・学科別の卒業要件を満たした者）
以上の要件を満たした者について教授会の議を経て，卒業を認定し，卒業証書を授与するとともに，

北海学園大学学位規則に定めるところにより学士（経営学）の学位を授与します（学則第32条第及び第
33条，経営学部規則第14条）

⑵ ⚙月期卒業の申請
⚙月期の卒業を希望する者は，当該年度の定められた期間内に申し出をしなければなりません。申し

出が無い場合，第⚑学期終了時点で卒業要件を満たしたとしても，通常どおり⚓月の卒業となります。
⚑）申請期間

該当する年次になってからお知らせします。
⚒）申請場所

経営学部事務室
⑶ ⚙月期卒業生発表等
⚑) 教授会において単位の認定，卒業の審査を行い，卒業を許可された学生を発表します。詳細は，該
当する年次になってからお知らせします。

⚒) 卒業証書・学位記授与式について
該当する年次になってからお知らせします。
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卒業研究（卒業論文・卒業制作）提出要領

⚑．提出期限 2020年⚑月24日（金）16：00まで

⚒．提出先 経営学部事務室

⚓．執筆用具・
ページ設定

・Ａ⚔縦用紙

・横書き40字×40字

⚔．枚数 指導教員の指示に従うこと。

⚕．構成・体裁

○卒業論文 ・以下の順番でまとめる。

⑴ 表紙 論文題目，所属演習名，卒業年，学生番号，氏名
を書く。

⑵ 論文要旨 ⚓．の書式に従い，2,000字程度に内容をまとめる

⑶ 目次

⑷ 本文 文献注，文章注を含み，図版，写真，統計表は本
文に入れる（写真は裏面糊付け）

⑸ 参考文献リスト

○卒業制作 ・制作物に，報告書を添付すること。

・報告書の構成・体裁は，上記の卒業論文に準ずる。

※ 提出された論文，制作物及び報告書は，返却しない。なお，以上の要領は最低限の原
則であり，詳しくは各指導教員の指示による。従って，不明な点は各指導教員に相談
すること。
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